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概要 
平均表情抽出の精度とバイアスの個人差について，

ポジティブ表情とネガティブ表情の 2 タイプと，識別
精度，自閉スペクトラム症傾向，評価不安傾向との関連
性を検討した．結果から，ポジティブ表情とネガティブ
表情の平均表情抽出精度に正の相関が示された．一方，
表情の識別精度と平均表情抽出の成績との関連は，ポ
ジティブ表情でのみ認められた．心理的特性と平均表
情抽出の成績とには．明確な関連性は示されなかった． 
 
キーワード：平均表情抽出，表情認知，自閉スペクトラ
ム症傾向，評価不安傾向 

1. はじめに 

我々は，複数の要素で構成された刺激群の平均量や

バラツキ感を表象し，表象した要約統計量 を日常場面

でのさまざまな課題に利用している．先行研究では，こ

のような認知過程を要約統計量表象（summary statistics 

representation，また ensemble perception）と称し，その統

合的な処理メカニズムの解明が試みられている[1]．こ

の過程は顔の表情においてもみられ，人には複数の顔

の平均的な表情を抽出する能力のあることが示されて

いる[2]．この働きは，人々の「雰囲気」を把握する能

力に繋がり，適応的な面での重要性が指摘されている．

一方，平均表情抽出過程には個人差のあることが示さ

れており[3]，その要因の解明が望まれる． 

先行研究では，表情認知は，心理的特性を起因とする

個人差のあることが指摘される．ポジティブ表情とネ

ガティブ表情は異なる処理過程に依存することが指摘

され，脳機能研究においてそれを支持する結果が示さ

れている[4]．他者による評価不安傾向の強い者は，ネ

ガティブ表情の処理において特有のバイアスが示され

ている[5]．また，自閉スペクトラム症傾向では表情認

知の困難さが指摘されている[6]. 本研究では，このよ

うな表情認知の心理的特性と平均値抽出過程との関連

性について，行動実験と評価尺度を併用して検討した．  

検証１. 刺激群を構成する各表情刺激が個別に処理

された後に，共通の処理過程を経て平均表情を推定す

るのであれば，平均表情推定の精度とバイアスは異な

る表情間で関連することが予測される． 

検証２.個々の顔表情の知覚を基礎として複数の表情

を平均化しているとすると，各表情の識別精度と平均

表情推定の精度とに関連のあることが予測される． 

検証３. 自閉スペクトラム症傾向高群では平均表情

抽出の精度の低いことが，評価不安傾向高群では怒り

顔へのバイアス傾向の強いことが予測される． 

平均表情抽出の精度とバイアス傾向，並びに表情識別

精度は，心理物理測定法を用いて算出した丁度可知差

異と主観的等価点を指標とした．心理的特性としては，

自閉スペクトラム症傾向尺度（AQ-J-10）と，評価不安

傾向尺度の簡易版（SFEN）の質問紙調査を実施した． 

2. 方法 

参加者 18 ~ 22 歳の大学生 57 名が実験及び調査に参

加した．本研究は，目白大学⼈⽂社会科学系研究倫理審

査の承認を得て実施した． 

実験計画 ポジティブ表情とネガティブ表情の 2 表情

について，被験者内計画で，平均表情抽出課題と表情識

別課題を実施した．実験終了後に， AQ-J-10 と，評価

SFEN の質問紙調査を実施した． 

刺激の作成 図１のように，ポジティブ顔条件では中

立顔と笑顔の，ネガティブ条件では中立顔と怒り顔を

5% ~ 95%の割合で合成し，１つの顔刺激につき 19 枚の

画像を作成した．これらの画像からランダムに４枚の

画像を取り出し，平均表情抽出課題の刺激群を作成し，

これらの平均値を標準刺激値とした．標準刺激の合成

割合に−20, −10, 0, 10, 20 を加算して５段階の比較刺激

を作成した． 

 

 

図 1．表情刺激の作成方法（笑顔の例） 
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表情刺激には ART 顔データベースの女性 4 名，男性

6 名を用いた．合成画像の作成には，FantaMorph 5 を使

用した．刺激提示の制御は，MATLAB 及び psychtoolbox 

3 を用いて行った． 

手続き 図 2 に平均表情抽出課題と表情識別課題の刺

激提示方法を示す．いずれの課題も刺激をディスプレ

イ上に提示し，観察距離は，ディスプレイから約 60cm

とした．表情の提示順序は，カウンターバランスをとっ

た．平均表情抽出課題では，参加者に，画面１の 4 つ

の顔刺激の表情を平均した表情をイメージし，画面２

の表情と比較して, どちらがより大きな笑顔（または怒

り）かの判断を求めた．識別課題では，提示された２つ

の表情を比較して, どちらの表情が怒り（または笑顔）

の度合いが強いかの判断を求めた．両課題とも，恒常法

を用いて参加者ごとに心理物理関数を求め，識別精度

を示す丁度可知差異（JND）とバイアス傾向を示す主観

的等価点（PSE）を算出した． 

４つ実験課題を終えた後，自閉スペクトラム症傾向尺

度（AQ-J-10）と，他者による評価不安傾向尺度の簡易

版（SFEN）についてタブレット操作による回答を求め，

先行研究に従って評価得点を算出した． 

 

a.                                      

  

 

b.  

  
 

図２．a. 平均表情抽出課題，b．表情識別課題の刺激提

示例 

3. 結果 

検証１. 笑顔と怒り顔の平均表情抽出精度の関係 

図 3に示す通り，両表情の平均表情抽出精度(JND)に

有意な相関が認められた．また，バイアス傾向

（PSE）にも有意な相関が認められた．これらの結果

から，対象とする表情によらず個人で特有の情処理方

略が用いられている可能性が示唆された． 

検証２. 表情識別精度と平均表情抽出精度の関係 

図 4に示す通り，笑顔においては表情識別精度と平

均表情抽出精度に若干の関連性が示され，識別精度が

高い参加者は平均表情抽出の精度も高い傾向が示され

た．一方，怒り顔では，両者に関連は見られないこと

から，笑顔と怒り顔の平均表情抽出では，異なる処理

過程が関与する可能性が示唆された． 

検討３. 平均表情抽出精度と ASD, FNEとの関連  

表１に相関関係の結果を示す．笑顔，怒り顔のいず

れの平均表情抽出精度・表情識別精度とも，ASD傾向

と他者評価不安傾向（SFEN）との間に有意な相関は認

められなかった． 

a.  

  
 b. 

  
図 3．笑顔と怒り顔の a.平均表情抽出精度（JND）と，

b．バイアス傾向(PSE)の相関関係 
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a.                                      

  
  b. 

  

図 4．“幸せ”(a)，“怒り” (b)，各表情の，表情識別

精度と平均表情抽出精度との相関関係 

4. 考察 

ポジティブ表情とネガティブ表情の平均抽出精度と

バイアス傾向に有意な相関が見られたことから，平均

値抽出には対象とする表情に依存しない共通の処理過

程が存在することが示唆された．特に，バイアス傾向

には中程度の相関が認められ，両表情とも顕著な表情

に影響を受けることが示された． 

予測とは異なり，平均表情抽出成績と ASD傾向と他

者評価不安傾向（SFEN）との関連性については，有意

な相関は示されなかった．要因として，参加者が任意

参加の大学生であり，顕著な自閉スペクトラム症傾向

や他者評価不安傾向を示す者が含まれていなかった点

が挙げられる．個人差要因を検討するには，幅広い特

性を備えた参加者を対象とする必要がある．そのため

には、実験手続きを簡易化し，より多くの対象者に実

験・調査を行う必要があるだろう． 

 

 

表 1．心理的要因と平均表情抽出課題の精度とバイアス，

表情識別精度の相関関係 
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